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入場無料

● 開館時間：午前9時30分→午後4時30分（入館は午後4時まで）
● 休館日：月曜および「国民の祝日」の翌日（月曜が祝日の場合は開館）

本チラシで公開した情報は、予告なく変更する場合があります。
ご来館の際は当館公式サイトで最新情報をご確認ください。

国立ハンセン病資料館
20267.18SAT. 11.29SUN.
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インドネシア出身の入所者が祖母から形見にもらった
サンゴの指輪と金のアクセサリー

亡命ロシア人三代目の入所者・トロチェフによる詩の自
筆原稿（1969年）

多磨全生園の在日朝鮮人入所者のお茶の間
（1980年代以降）

多磨全生園の民族舞踊グループ「アリランの会」で使用さ
れたチマチョゴリ（1990年代以降）

日本の植民地であった療養所入所者が日本政府を訴えた
裁判支援の横断幕。在日韓国・朝鮮人ハンセン病患者同盟
（2005年）

● 西武池袋線「清瀬駅」南口発　西武バス 久米川駅北口行き（乗車時間 約10分）「ハンセン病資料館」下車
● 西武新宿線「久米川駅」北口発　西武バス 清瀬駅南口行き（乗車時間 約20分）「ハンセン病資料館」下車
● JR武蔵野線「新秋津駅」または西武池袋線「秋津駅」より徒歩約20分

駐車場の台数が限られています。なるべく公共交通機関をご利用ください

交通のご案内

〒189-0002 東京都東村山市青葉町4-1-13　Tel.042-396-2909

国立ハンセン病資料館
国立ハンセン病資料館

公式サイト

本企画展では、ハンセン病療養所に入所していた海外ルーツの人びとに光を当てます。

とりわけ数の多かった在日朝鮮人※の入所者に関する資料を中心に構成しています。苛酷な土木作業に用いられた道具、1959年以降の

年金獲得をめぐる闘争の記録、民族のアイデンティティを守ろうとした生活の様子、民族舞踊の衣装や楽器、文学作品などをテーマごと

に整理し、これらを初めて一堂に展示します。さらに、ロシアやインドネシアにルーツを持つ入所者にも注目します。

展示を通して、多様な人びとが過酷な隔離政策のもとで闘い、尊厳を保って生きた姿を伝え、ハンセン病問題への理解を深めるとともに、

多民族共生という現代的課題についても考える契機とします。

イベントのご案内

※各イベントの申し込み方法につきましては、ホームページやSNSでお知らせします。　※本チラシで公開した情報は、予告なく変更する場合があります。ご了承ください。

9月19日（土） 2回公演
❶11:00-12:30　❷14:30-16:00
会場：多磨全生園　公会堂（定員各回200人）

劇団タルオルム
演劇「島のおっちゃん」上演
ハンセン病療養所・長島愛生園を舞台に、そこに生きた在日朝鮮
人の入所者と彼と交流した少女の姿を通して、隔離の現実と心
の通い合い、そして人間の尊厳を描き出します。

星名宏修（一橋大学教授）講演会
「植民地期台湾のハンセン病文学」

10月25日（日） 14:00-15:30
会場：国立ハンセン病資料館　映像ホール（定員140人）

日本の植民地期台湾におけるハンセン病文学に注目し、書き手
の経験や思いを読み解きます。文学表現を通じ、ハンセン病問題
への理解を多角的に深めます。

8月22日（土） 14:00-15:30
会場：国立ハンセン病資料館　映像ホール（定員140人）

トークセッション
アーサー・ビナード（詩人）×木村哲也（担当学芸員）
あなたの『母語』は何ですか？
―あえて日本語でものを書く人びとを探る
詩人と学芸員の対話を通じて「第一言語ではない日本語」で表
現することの意味を探ります。

アコースティックギター1本による
中川敬 弾き語りライブ

11月14日（土） 15:00-16:00
会場：国立ハンセン病資料館　映像ホール（定員140人）

戦争や差別、震災、貧困といった問題を題材に、力強い言葉と多
様な音楽性で作品を発表してきた中川敬氏。アコースティックギ
ター1本による弾き語りライブ。

木村哲也（担当学芸員）による
ギャラリートーク［全10回］

7月19日（日）、8月2日（日）・8日（土）・14（金）、9月13日（日）・27日（日）、10月3日（土）・17日（土）、11月22日（日）・28日（土）
すべて14:00から（45分）
会場：国立ハンセン病資料館　企画展示室

当企画展の担当学芸員が、展示資料の背景にある意味や入所者のエピソードなどを解説し、ハンセン病問題への理解を深めます。

※本展示では「朝鮮籍」「韓国籍」を問わず「朝鮮人」の語を使用します。

在日朝鮮人入所者・久保田一朗こと具奉守によって
1938年に拓かれた道に建つ「一朗道」の碑
長島愛生園（1940年建立）

ク・ボンス

企画展特設サイト


